






【要約】札幌市では、1歳以降に発病する神経芽細胞腫の早期発見を目的として、1991 年

4 月から市内在住の生後 14 ヵ月(1 歳 2ヵ月)の幼児を対象にしたパイロットスクリーニン

グを開始した。生後 6か月児のスクリーニングと同様にろ紙を用いて採尿し、尿中 VMA,HVA

を HPLC により測定し判定した。尿中 VMA,HVA 値は生後 6か月児のものに比べ低く、VMA:7.5

±1.7ug/mg cre、HVA:15.2±3.3ug/㎎ cre であったことから、スクリーニングでのカット

オフ値は VMA:12ug/㎎ cre、HVA:26ug/㎎ cre に設定した。1992 年 1月までに 8,861 人(受

検率 63%)がスクリーニングを受検し、4例が精密検査となったが、これまでのところ患児

の発見はない。 


